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皆
さ
ん
は
、県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
作

成
し
た「
母
と
子
の
防
災
・
減
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を

ご
存
じ
で
す
か
。

　

災
害
に
遭
遇
し
た
瞬
間
、あ
な
た
は
何
を
考
え
、ど

の
よ
う
に
行
動
し
ま
す
か
？
混
乱
と
不
安
や
恐
怖
の

中
で
、あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、災
害
発
生
時
の
行
動

ル
ー
ル
と
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
」と「
地
域
版
」が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
に
は「
地
震
発
生
時
の
行
動

ル
ー
ル
」と
し
て�
在
宅
時
の
三
つ
の
ル
ー
ル�
や�
外

出
時
の
七
つ
の
ル
ー
ル�
な
ど
、ま
た「
ふ
だ
ん
か
ら

で
き
る
こ
と
、心
が
け
る
こ
と
」と
し
て�
家
庭
に
お

い
て
で
き
る
こ
と�
や�
防
災
備
蓄
主
な
用
品
リ
ス

ト�
の
ほ
か
、女
性
や
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
、母
子
保
健

上
の
留
意
点
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
版
の
う
ち
芦
屋
市
が
含
ま
れ
る「
阪
神
南
版
」

に
は
、
�
阪
神
南
地
域
の
特
性�
や�
情
報
の
入
手
方

法�
な
ど
の
ほ
か
、身
近
な
情
報
や
緊
急
連
絡
先
を
記

入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
、ど
こ
で
起
こ
る
か
、わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
の
防
災
力
を
高
め
、か
け
が
え
の
な
い

命
を
守
り
つ
な
ぐ
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
や
場
所

で
家
族
・
職
場
・
地
域
の
人
々
が
話
し
合
い
、と
も
に

考
え
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
防
災
・
減
災

対
策
が
地
域
に
広
が
り
、さ

ら
に
は
次
世
代
に
つ
な
が
り
、

そ
し
て
災
害
時
の
避
難
所
等

で
は
女
性
も
、男
性
も
、高
齢

者
も
、子
ど
も
も
、妊
婦
さ
ん

も
、誰
も
が
支
援
が
受
け
ら

れ
、行
動
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。
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　　「第３次芦屋市男女共同参画行動計画（中間案）」について、市民の皆さんからご意
　見を募集したところ、１人４件のご意見をいただきました。
　　ご意見の要旨とそれに対する市の考え方については、次のとおりです。
�����　平成24年12月17日～平成25年１月16日　�������	
��　１人
������　４件
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　男女平等の実現は、男女共同参画社会基本法の趣旨に当然含
まれております。また、この基本法に基づき、市は行動計画を策
定しています。国や県・他市等の計画も男女共同参画を名称に使
用しており、市としましては、市民の皆さんにより深く男女共同
参画の趣旨をご理解いただけるよう、今後も計画の名称等を含
めて「男女共同参画」を使用し、取り組みを進めたいと考えてい
ます。
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　国全体での法制度については性別による差別の解消が進んできていますが、「その遵
守がなされていない」「不当な取り扱いを受けている」などの相談をお受けした場合は、
指導等の権限をもつ機関の情報提供を行うとともに、法制度の遵守や不当な取り扱いの
防止についてハローワークや国・県の相談機関と連携して、今後も啓発に努めていきます。
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　待機児童の解消については、本市全体の重要課題と位置付け
て取り組みを進めていますが、平成24年８月に制定された「子ど
も・子育て関連３法」に基づき事業計画を立て、待機児童解消に
向けた取り組みを進めていきたいと考えています。

�������	
������������������������ �

��������	
���������������

�������	
����������������������� !"�#$�

�������	
�������������������������� !�

������

�������	�

　配偶者等からの暴力や児童虐待の防止については、ご意見のとおり生命にかかわる場
合もあり、市としましても、相談窓口を充実するなど積極的に取り組みを進めています。

　　市では、芦屋市健康増進・食育推進計画（中間案）について、市民の皆さん
　からご意見を募集したところ、１人のかたから１件のご意見をいただきま
　した。ご意見の要旨とそれに対する市の考え方については、次のとおりです。
�����　平成24年12月17日～平成25年１月16日　■�������	
�
１人　������　１件
�������	�
���
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　ご意見の趣旨を踏まえて、第６章「食育推進計画」（１）「健康を維持する食習慣
の確立と実践」の中の【施策の方向】および【行政の具体的取組】に中学校給食の
実施についての内容を盛り込みます。
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　４月１日から、あしや温泉の駐車場使用料を下記のとおり有料とします。
�������	
��������

�������　　最初の１時間30分以内を無料
� � � � �　　最初の30分以内を無料
�������　　無料（障害者手帳をご提示ください）
＊無料の手続きは温泉受付で行います。
＊駐車台数が少ないので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
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　内閣府ではエイジレス・ライフ（年齢にとらわれず自らの責任と能力において
自由で生き生きとした生活を送る）を実践している高齢者・地域で社会参加活動
を積極的に行っている高齢者のグループを募集しています。
◆������������◆
�������	
����������������

①過去に培った知識や経験を生かし、高齢期の生活で社会に還元し活躍してい
るかた②自らの時間を活用し、近所づきあいや仲間うちなどでの支え合い活動
に積極的に貢献しているかた③中高年から一念発起して、物事を成しとげたか
た④壮年期において達成した地位や体面などにとらわれることなく、高齢期を
新しい価値観で生き生きと生活しているかた⑤自らの努力、習練等により、優れ
た体力・気力等を維持し活躍しているかた⑥地域社会の中で、地域住民のリー
ダーやコーディネーター的な役割を発揮し、生き生きと生活しているかた
��������

�������	
���������������������������

��������	
������������������

������

①支え合い活動（若者へのカウンセリング・子育て支援・高齢者の見守りなど）
②趣味③健康・スポーツ④生産・就業（起業を含む）⑤教育・文化⑥生活環境改善
⑦安全管理⑧福祉・保健⑨地域行事・自治会⑩その他
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推薦書類に必要事項を記入し、３月22日（金）までに下記へ提出してください。
※推薦書類は高年福祉課で配布
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　市と兵庫県では、大気汚染や水質汚濁等に関する環境調査を実施し、環境基準の達成
状況の確認を行っています。平成23年度の調査結果の概要をお知らせします。
�����

�������	
������

　市と県が、市内の５地点に大気汚染常時測定局を設置し、二酸化
硫黄・二酸化窒素・浮遊粒子状物質・一酸化炭素・光化学オキシダン
ト・微小粒子状物質の測定を行いました。環境基準が設定されてい
る項目のうち、光化学オキシダント・微小粒子状物質（22年度から測
定を開始）において、環境基準を満たしていません。（表１参照）
　なお、他の測定項目については、環境基準を達成しています。
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　県が、国道43号沿道における自動車から排出が予想されるベンゼン等
12物質の有害大気汚染物質を、宮川小学校で調査を実施しました。環境基
準が設定されている４物質は、すべて環境基準を達成しています。
��������	
����������

　県が、一般環境として潮見小学校で、道路沿道として宮川小学校で実施
した結果、総繊維数濃度で不検出～0.15本/? でした。
�����

�������	
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　県が、芦屋川２地点と宮川１地点において、毎月１回、河川の水質測定を実施しました。
「人の健康の保護に関する項目」については、全ての地点で環境基準を満たしています。
また、有機汚濁の代表的な水質指標であるＢＯＤ（生物的化学的酸素要求量）をみると、
良好な水質を保っています。
�������	
���������

　県は茶屋之町地区で、経年的なモニタリング３地点で定期的に実施しています。その
結果、テトラクロロエチレン等６項目について、環境基準を達成しています。
������

　市と県が、市内の国道や県道と主な市道において、11路線の17地点で自動車騒音およ
び振動について調査しました。
　騒音については、17地点のうち、11地点で昼間・夜間いずれの時間帯とも、３地点で夜
間の時間帯のみ環境基準を達成しました。一方で、３地点で昼間・夜間の時間帯とも環境
基準を達成できませんでした。
　また、振動については、全調査地点において、いずれも要請限度値を下回りました。
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���　３月23日（土）午後２時～　���　展示室　����　要観覧料
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���　３月21日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　円地文
子作「鬼」を取り上げ、作品の背景・作家の心情などを先生より解説していただき
ます　����16人　���　作家/同人誌「播火」主宰・柳谷郁子氏　����
2,300円　�����　上記へ
�������	
���������

���　３月30日～５月26日・午前10時～午後５時　���　展示室　���
なぜか作家に猫好きは多いようです。夏目漱石・谷崎潤一郎・内田百�・大佛次郎
を中心に猫と作家たちとの＜世界＞をご覧いただきます。　����　400円
�������	�
���������

���　３月30日～5月12日・午前10時～午後５
　　　　時＊最終日は午後３時まで　
���　ロビーギャラリー　
���　墨彩画家・中浜稔氏の猫をテーマにし
　　　　た作品を展示

� � � � � � �
�������	
���������������������������������	�

�������	�
����������
����

���　４月12日～９月13日（金）午前10時～11時30分<全６回>　���　市民
センター 401室　���　山本八重と川崎尚之助/信仰と教育に生きた新島襄
/二人の八重、新島八重と井深八重/時代を駆け抜けた会津の女性ほか　���
120人　���　城郭/歴史研究家・菅原美文氏　����　2,400円
�������	
���

���　４月17日～９月11日（水）午前10時30分～正午<全６回>　���　市民
センター 401室ほか　���　「古事記」「風土記」の兵庫県から/大河ドラマと
地域振興－「平清盛」が終わって/「八重の桜」の時代と阪神地域※４回目以降は、

「文化の歴史」の本質に迫るミステリーセミナーを設定　���　60人　���
園田学園女子大学名誉教授・田辺眞人氏　����　2,400円
�������	
������������

���　４月20日～９月21日（土）午後２時～３時30分<全６回>　���　市
民センター 401室　���　ニュースだけではわからない本質を解説/アベノミ
クスは成功するのか※２回目以降のテーマ・講師は直前回に連絡　���　120
人　���　神戸大学大学院経済学研究科教授・滝川好夫氏　����　2,400円

�����　一般800（640）円・大高生500（400）円・中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金　
※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療
　育手帳をお持ちのかた、その介護のかたは各当日料金の半額

������　午前10時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
�����　300円・特別展示期間中400円
��������　18日（月）・25日～29日（展示入れ替えのため、臨時休館）
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����　３月31日（日）午後１時～４時20分
　　　　　（開場０時30分）
����　ルナ・ホール
����　潮見コミスク金管バンド/精道中
　　　　　学校吹奏楽部/山手中学校吹奏楽
　　　　　部/潮見中学校吹奏楽部/県立芦屋
　　　　　国際中等教育学校吹奏楽部/県立
　　　　　芦屋高等学校吹奏楽部/芦屋学園
　　　　　中・高等学校吹奏楽部/芦屋市吹奏
　　　　　楽団
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　はがきまたはファクスに①講座名②住所③氏名④電話番号を明記し、３月
28日（木）までに上記へ※応募多数の場合は抽選（市内在住のかた優先）
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������　本市ホームページのトップページ　
������　市の広報媒体としての品位・公共性・
公益性を妨げないもので、市民に不利益を与えないも
の　���　縦60ピクセル×横100ピクセル（ＧＩＦ
形式）・４キロバイト以内　����　１枠・月額
15,000円（掲載期間１カ月単位）　�������　
市指定の納付書で納付　�����　「市ホームペー
ジ広告掲載申込書」に広告案を添えて、広報課へ。
※詳細については市ホームページのトップページ「広
　告について」をご覧ください。
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　市では、「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全
カラー刷り）を発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・文化―。
　それらに触れつつ散歩を楽しめるコースの紹介、行
政の動きや統計、また市内の医療機関一覧（地図）など
盛りだくさんの情報を、写真170点のほ
かイラストや地図とともにわかりやす
く掲載しています。ご活用ください。
�����　市役所行政情報コー
ナー・ラポルテ市民サービスコーナー
���　300円
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